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Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
が
実
施
し
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
見

守
り
活
動
」
の
一
環
と
し
て
、
今
号
か
ら
防
犯
情
報

を
連
載
し
ま
す
。

●
電
話
だ
け
で
相
手
の
言
う
こ
と
を
信
じ
な
い

●
必
ず
誰
か
に
相
談
す
る

●
相
手
か
ら
の
一
方
的
な
連
絡
で
要
求
す
る
も
の
に

　
お
金
を
払
わ
な
い

※
詳
し
く
は
広
島
県
警
察
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
近
年
、
電
話
な
ど
を
利
用
し
て
現
金
を
だ
ま
し
取

る
特
殊
詐
欺
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
広
島
県
に
お
い
て
も
、
次
の
よ
う
な
高
額
被
害
の

特
殊
詐
欺
が
発
生
し
ま
し
た
。

証
券
会
社
を
名
乗
る
男
か
ら
電
話
が
あ
り
、
「
介
護

施
設
の
債
券
を
購
入
す
る
権
利
が
あ
る
」
と
言
わ

れ
、
断
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
購
入
し
た
こ
と
に
さ

れ
た
。

そ
の
後
、
金
融
庁
を
名
乗
る
男
か
ら
、

「
こ
の
債
券
購
入
は
不
正
取
引
で
捜
査
が
入
る
。
財

産
が
没
収
さ
れ
る
」

「
通
帳
の
残
高
が
50
万
円
以
下
な
ら
疑
わ
れ
な
い
の

で
、
一
時
的
に
預
か
る
」

「
毎
日
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
50
万
円

ず
つ
引
き
出
し
て
。
捜
査

が
終
わ
っ
た
ら
返
す
」

な
ど
と
言
わ
れ
、
現
金
合

計
２
５
０
０
万
円
を
手
渡

し
で
だ
ま
し
取
ら
れ
た
。

尾道市瀬戸田町でかんきつと海に囲ま
れて暮らす長光志枝ちゃん（４）と前太朗く

ん（２）。家族が栽培するかんきつ畑で遊んだり
収穫の手伝いをしたりしています。

表紙写真紹介

ながみつ ぜん た ろうし え

ひろしま
のうさい

安心と信
頼を届けるコミュニケーション紙
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集 
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一
般
財
団
法
人
ど
ん
ぐ
り
財
団
に
所
属

し
、
管
理
す
る
体
育
館
で
働
き
な
が
ら
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で
選
手

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
方
か
ら
お
米
や
野
菜
を
い
た
だ

き
、
い
つ
も
応
援
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
全
日
本
選

手
権
で
良
い
結
果
を
出
し
た
い
で
す
。

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
種

目
に
な
る
よ
う
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

で
す
。 小

林 

美
咲
さ
ん
（
24
）

こ
ば
や
し

み

さ
き

北
広
島
町

き
ら
り

広
島
市
安
佐
北
区
白
木
町

貝
森 

義
照
さ
ん（
83
）

か
い

も
り

よ
し

て
る

　
長
年
、
損
害
評
価
員
と
共
済
委
員
を

務
め
て
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
事
に
し
、
地
域
の
農

家
へ
積
極
的
に
声
を
掛
け
、
損
害
防
止

に
努
め
て
い
ま
す
。
加
入
者
が
被
害
に

遭
わ
れ
た
と
き
に
は
、
少
し
で
も
力
に

な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
組
織
の
再
編
な
ど
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
引
き
続
き
地
域
に
根
差
し

た
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
と
し
て
、
農
家
が
頼
り

に
す
る
団
体
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の

だ
ま
さ
れ
な
い
ポ
イ
ン
ト

実
際
に
あ
っ
た
話
…

広
島
県
警
防
犯
情
報

火
災
、自
然
災
害
に

備
え
る

火
災
、自
然
災
害
に

備
え
る



03 02

　
近
年
、
全
国
的
に
「
大
雨
に
関
す
る
特

別
警
報
」
や
「
記
録
的
短
時
間
大
雨
情

報
」
と
い
う
警
報
等
が
発
令
さ
れ
、
大
規

模
な
自
然
災
害
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
自
然
災
害
の
補
償
を
拡
充
し
た
Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
の
建
物
共
済
で
災
害
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
雪
に
よ
り
家
屋
に

被
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の

で
、
冬
を
迎
え
る
前
に
早
め
に
屋
根
や
雨

ど
い
の
点
検
を
行
い
、
事
故
防
止
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
中
で
暖

房
器
具
を
使
用
す
る
機
会
が
増
え
る
と
、

火
災
の
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
ふ
と

し
た
不
注
意
か
ら
火
災
に
つ
な
が
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
日
頃
か
ら
身
の
回
り

の
火
の
元
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
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―NOSAIの建物共済で安心―

広島県の被害状況
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総合共済 火災共済

土砂崩れ

雪害

地震
落雷
火災

破裂
爆発

物体の
落下飛来

騒乱による
破壊損害

盗難による
き損・汚損

津波

噴火

風水害

火災共済の補償

給排水設備の
事故による
水ぬれ

１棟6,000万円まで加入できます。
１棟4,000万円まで加入できます。

ＮＯＳＡＩの建物共済は２種類

全ての火災
建物火災

過去10年の火災・自然災害による
家屋の被害棟数

月別火災件数

自然災害

参照／広島県「消防防災年報（平成26年版）」 提供／広島県危機管理監  危機管理課
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5,047

877
527

12
月

11
月

10
月

9
月

8
月

7
月

6
月

5
月

4
月

3
月

2
月

1
月

庄原市
豪雨災害

広島市
土砂災害

火災、自然災害に
備える
火災、自然災害に
備える

特集

今
年
７
月
に
建
物
共
済
の
仕
組
み
改
善
を
行
い
、

補
償
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

Q
建
物
共
済
の
仕

組
み
改
善
が
７

月
か
ら
実
施
さ
れ
ま
し

た
が
、
６
月
ま
で
に
加

入
し
て
い
る
場
合
は
ど

う
な
る
の
？

す
ぐ
に
拡
充
し
た
補
償

内
容
で
の
加
入
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
現
在

の
加
入
を
解
約
し
、
新

し
く
加
入
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
解
約
し
た
建
物
共
済

の
掛
金
は
、
残
り
の
期

間
を
計
算
し
て
お
返
し

い
た
し
ま
す
）

A
６
月
ま
で
に
加

入
さ
れ
て
い
る

方
は
、
以
前
の
補
償
内

容
で
の
加
入
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
次
回
の
更
新
時
に
仕

組
み
改
善
さ
れ
た
補
償

内
容
で
の
加
入
と
な
り

ま
す
。

自然災害の補償を拡充しました

損害共済金に加えて支払われる特別費用共済金※の対象
を火災等から、風災、ひょう災、雪災、水災まで拡大！3

総合共済の対象事故のうち、地震・噴
火・津波の場合の加入金額に対する支払
限度額の割合を拡大！
地震・噴火・津波の場合には、損害割合5％以上か
ら支払い対象となります。
（家具類は損害割合70％以上が支払い対象です）

2
30%

50%
UP!

総合共済１棟あたりの加入限度額を拡大！
火災共済と合わせて、1棟あたり1億円までご加入
できます。（ただし、再取得価額が限度です）
風水害、土砂崩れ、雪害については、損害額が1万
円を超える場合に支払い対象となります。

1 4,000万円

2,000万円
UP!

※建物が全損（損害割合80％以上）したときに、加入金額の10％を支払います。
　ただし、１棟200万円を限度とし、地震・噴火・津波による損害は除きます。

火のそばを離れる
時は必ず消す

風の強い日に
たき火をしない

暖房器具は洗濯物や
カーテンから遠ざける

（件） （棟）

93

54 54

28
38 34 39

31
43

53
43 44 43

81

136
121

140

56

76 81 80

55
67 72
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特 集 火災、自然災害に備える火災、自然災害に備える

臨時費用共済金 250万円 支払額合計 2,650万円臨時費用担保特約（30％）付き
の場合だとさらにプラス

臨時費用担保特約（30％）付き
の場合だとさらにプラス

臨時費用担保特約（30％）付き
の場合だとさらにプラス

臨時費用共済金 250万円 支払額合計 1,450万円

臨時費用共済金 147,000円 支払額合計 686,000円

臨時費用担保特約（30％）付き
の場合だとさらにプラス 臨時費用共済金 36,750円 支払額合計 171,500円

自動継続期間が　　　　に延長されました。同一内容で継続する場合、毎年の加入申し込
みが不要となり、更改手続きが簡単になります。

30％

●
特
約
を
付
帯
し
て
よ
り
手
厚
い
補
償
を

●
毎
年
の
申
し
込
み
も
不
要
に

臨時費用担保特約お支払い例  ―事故が発生した場合は、速やかに最寄りの支所等へご連絡ください―

　損害に伴い臨時に発生する費用として、損害共済金の　　　　 (最大）を臨時費用共済金と
　してお支払いします。
　１事故１棟ごとに250万円が限度です。

自動継続特約

臨時費用担保特約は、給付割合が10％・20％・30％から
選択できるようになりました

建物共済掛金の目安(1年間)

その他の建物用途、加入金額については、最寄りの支所等へお問い合わせください。

住宅（普通一般造）  1,000万円で加入した場合の掛金

旧 掛　金

臨時費用特約付掛金
（20％）

7,500円 24,500円

8,700円 28,700円

火災共済 総合共済

新 掛　金

臨時費用特約付掛金
（30％選択時）

7,400円 28,000円

8,700円 31,700円

火災共済 総合共済

　総
合
共
済
の
補
償
拡
充
と
特
約
を
充
実

さ
せ
た
建
物
共
済
。
既
に
ご
加
入
の
方

は
、
こ
の
機
会
に
加
入
内
容
の
見
直
し
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ま
だ
ご
加
入
で
な
い

方
は
、
万
が
一
の
災
害
に
備
え
て
、
建
物

共
済
へ
の
加
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　最
寄
り
の
支
所
等
へ
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

●再建築価額2,000万円の住宅で損害額が2,000万円（全損）の場合
残存物取片付け

費用共済金
（実費限度）

損害共済金 特別費用共済金 支払共済金

加入が
2,000万円の場合
（加入割合80％以上）

2,000万円 2,400万円200万円 200万円+ + ＝

加入が
1,000万円の場合
（加入割合80％未満）

1,000万円 1,200万円100万円 100万円+ + ＝

火災共済 総合共済火災の被害に遭ったら・・・

●再建築価額2,000万円の住宅で損害額が50万円（分損）の場合
残存物取片付け

費用共済金
（実費限度）

損害共済金 特別費用共済金 支払共済金

加入が
2,000万円の場合 490,000円 539,000円49,000円 0円+ + ＝

加入が
500万円の場合 122,500円 134,750円12,250円 0円+ + ＝

総合共済　雪などの自然災害に遭ったら・・・（地震・噴火・津波を除く）

小損害実損填補特約
建物、家具類および農機具ごとの損害の額が30万円以下の損害について、加入されている
共済金額を限度とし、その実損害額をお支払いします。
自然災害（地震などを除く）については、実損害額が１万円を超える場合にお支払いします。
共済掛金は、主契約の建物共済掛金に火災共済は860円、総合共済は2,930円をプラスして
支払っていただきます。
お申し込みは、火災共済または総合共済に1,000万円以上の加入がある場合、あるいは共済
責任期間が同一の契約で、火災共済と総合共済を合わせて1,000万円以上加入している場
合に限ります。

30万円までの損害は全額補償します（共済金額が限度）

※他保険（共済）等にも加入されている場合は、その契約内容に類似の補償があるかどうかをお確かめの上、
　お申し込みください。

※1　損害額から再建築価額の5%または1万円のいずれか小さい額を差し引きします。
※2　分損の場合は、特別費用共済金は支払われません。

30％

10年10年

　共済掛金を変更しました。
　火災共済は、掛金が安くなりました。総合共済は、補償の充実により掛金が高くなり
ました。

NEW

※1

※1

※2

※2

地震保険料控除対象共済掛金証明書

こ
ち
ら
の
金
額
を

申
告
し
て
く
だ
さ
い

総
合
共
済
ご
加
入
の

皆
さ
ま
へ

地
震
保
険
料
控
除
に
つ
い
て

　年
末
調
整
等
に
使
用
さ
れ
る
地
震
保

険
料
控
除
対
象
共
済
掛
金
証
明
書
は
、

建
物
共
済
更
新
月
の
翌
月
に
郵
送
す
る

建
物
共
済
加
入
証
券
に
添
付
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　更
新
時
期
が
ま
だ
先
で
早
急
に
証
明

書
が
必
要
な
方
は
、
最
寄
り
の
支
所
等

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

29－○○○○○○○○－001

12

31,700 12,650

共 済 太 郎  様

見
本

29 10 23

特
約
の
充
実
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削
蹄
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す

ふ
る
さ
と
見
守
り
活
動

を
実
施
し
ま
す

家
畜
の
異
動
連
絡
は

速
や
か
に

家
畜
共
済

平
成
２9
年
度

無
事
戻
し

支払対象者（人）共済目的の種類 支払金額（円）
農作物共済 水 　 　 稲

大 　 　 豆

ぶ ど う

な し

指定かんきつ 

うんしゅうみかん 

畑作物共済 

果樹共済

合　　計

24,046

270

180

32

16

9

24,553

13,744,322

2,248,293

1,487,223

517,317

5,059,231

222,679

23,279,065

農
作
物
共
済
・
果
樹
共
済
・

畑
作
物
共
済

総 

額 
２
３
２
７
万
円

　
平
成
29
年
度
無
事
戻
金
を
８
月
に
該
当

組
合
員
に
お
支
払
い
し
ま
し
た
。

　
前
３
年
間
に
共
済
金
の
支
払
い
が
な
い

場
合
な
ど
に
、
掛
金
の
一
部
を
払
い
戻
し

ま
す
。

※
無
事
戻
し
を
す
る
た
め
の
積
立
金
が
あ

る
場
合
に
限
り
ま
す
。

平
成
29
年
度
無
事
戻
金
内
訳

平
成
29
年
産
麦
の

共
済
金
を
支
払
い
ま
し
た

平
成
30
年
産
麦
の

共
済
掛
金
は
期
限
内
に

納
入
く
だ
さ
い

大
雪
に
備
え
ま
し
ょ
う

侵
入
防
止
柵
の
点
検
を

し
て
い
ま
す
か
？

　
獣
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
侵
入
防

止
柵
は
定
期
的
に
点
検
し
、
効
果
の
持

続
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

電
気
柵
の
点
検
の
ポ
イ
ン
ト

❶
電
圧
を
確
認

　
（
４
０
０
０
ボ
ル
ト
以
上
）

❷
ガ
イ
シ
が
ほ
場
の
外
側
に
向
い
て
い
る

か
確
認

❸
雑
草
が
電
線
に
接
触
し
て
い
な
い
か

見
回
り

❹
電
線
が
正
し
く
張
ら
れ
て
い
る
か
確

認

農
作
物
共
済
加
入
者 

　
12
月
下
旬
の
支
払
い
予
定

　
（
平
成
29
年
度
の
申
請
は
終
了
し
ま
し
た
）

果
樹
共
済
加
入
者

　
３
月
下
旬
の
支
払
い
予
定

　
（
申
請
期
限  

平
成
30
年
１
月
末
日
）

●
申
請
用
紙
は
支
所
等
に
あ
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

損
害
防
止
事
業
助
成
金
を

交
付
し
ま
す

損
害
防
止
事
業

　
電
気
柵
は
24
時
間
通
電
さ
せ
て
お
く
と

効
果
が
上
が
り
ま
す
。
高
低
差
の
あ
る
と

こ
ろ
は
隙
間
が
で
き
な
い
よ
う
に
設
置
し

ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
定
期
的
な
管
理
で
効
果
の
高
い

対
策
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
事
故
防
止
の
た
め
、
電
気
柵
を
設
置
し
た

場
所
に
は
、
人
が
気
付
く
よ
う
に
必
ず

注
意
表
示
を
し
て
く
だ
さ
い
。
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【設置の目安】

共
済
掛
金
等
の
納
入
は

ご
利
用
く
だ
さ
い

口
座
振
替
を

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
事
業
を
適
正
に
運
営
す

る
た
め
、組
合
員
の
皆
さ
ま
に
、共
済
掛

金
等
を
口
座
振
替
で
納
入
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
口
座
振
替
が
で
き
る
金
融
機
関
は
、

Ｊ
Ａ
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
県
内
に
本
店
を

置
く
銀
行
な
ど
で
す
。

　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

振
替
口
座
の
新
た
な
届
け
出
や
変
更

　
等
は
各
支
所
等
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

シカ用

イノシシ用
30㎝

30㎝

20㎝
20㎝
20㎝

20㎝
20㎝
20㎝

事業のお知らせお問い合わせ・ご連絡先は最終ページをご覧ください。

　
家
畜
共
済
加
入
組
合
員
を
対
象
に
、

削
蹄
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
削
蹄
実
施
者
に
よ
る
証
明
書
、
も
し

く
は
削
蹄
料
の
領
収
書
か
請
求
書
の
写

し
を
添
付
し
た
交
付
申
請
書
を
期
限
ま

で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
家
畜
の
導
入
や
譲
渡
、
子
牛
の
出
生

な
ど
の
異
動
が
生
じ
た
と
き
、
放
牧
等

の
飼
養
場
所
を
変
更
し
た
と
き
は
、
速

や
か
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
通
知
が
遅
れ
た
場
合
や
、
通
知
が
な

い
場
合
は
、
共
済
金
を
お
支
払
い
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

※
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー
へ
、
異
動
が
生

じ
た
牛
お
よ
び
死
亡
牛
の
届
け
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
申
請
期
限
】
平
成
30
年
2
月
28
日

降
雪
中
、
降
雪
直
後
は
倒
壊
の
恐

れ
が
あ
る
の
で
ハ
ウ
ス
内
に
入
ら

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
注
意
く
だ
さ
い

　
対
象
組
合
員
39
戸
へ
共
済
金
51
万

９
８
８
８
円
を
９
月
５
日
（
火
）
に
お

支
払
い
し
ま
し
た
。

※
被
害
申
告
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
、
損
害

評
価
結
果
に
つ
い
て
の
文
書
を
送
付

し
ま
し
た
。

　
農
家
の
皆
さ
ま
に
提
出
い
た
だ
い
た

麦
共
済
細
目
書
異
動
申
告
票
に
基
づ

き
、
共
済
掛
金
等
を
計
算
し
て
、
「
平

成
30
年
産
農
作
物
共
済
（
麦
）
秋
播
共

済
掛
金
等
の
納
入
に
つ
い
て
」
等
を
お

送
り
い
た
し
ま
す
。
内
容
を
確
認
い
た

だ
き
、
期
限
内
の
共
済
掛
金
等
の
納
入

を
お
願
い
し
ま
す
。

農
作
物
共
済

　
平
成
28
年
・
29
年
の
１
月
、
県
北
部
を

中
心
に
大
雪
と
な
り
、
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の

倒
壊
や
被
覆
材
が
損
傷
す
る
な
ど
の
被
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
次
の
ポ
イ
ン
ト
を
参
考
に
、
損
害
防

止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

雪
害
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

《
降
雪
前
》
　

●
最
新
の
気
象
情
報
、
警
報
、
注
意

報
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

●
暖
房
機
が
あ
る
場
合
は
、
燃
料
が

あ
る
か
、
正
常
に
作
動
す
る
か
確

認
す
る
。
（
降
雪
時
、
室
温
を
上

げ
て
積
雪
を
滑
落
さ
せ
る
た
め
）

●
施
設
本
体
の
留
め
金
な
ど
に
緩
み

が
な
い
か
点
検
す
る
。

●
被
覆
材
の
表
面
に
雪
の
滑
落
を
妨
げ

る
よ
う
な
も
の
（
ネ
ッ
ト
な
ど
）

が
あ
れ
ば
取
り
除
い
て
お
く
。

●
中
柱
を
立
て
る
な
ど
、
応
急
的
に

補
強
す
る
。

●
ハ
ウ
ス
周
辺
に
除
雪
を
妨
げ
る
も

の
が
あ
れ
ば
移
動
し
て
お
く
。

園
芸
施
設
共
済

《
降
雪
後
》

●
安
全
を
確
認
し
て
か
ら
、
本
体
各

部
の
緩
み
や
被
覆
材
の
弛
み
が
な

い
か
点
検
す
る
。

●
次
回
の
降
雪
に
備
え
て
除
雪
す
る
。

　
近
年
多
発
す
る
自
然
災
害
に
備
え
、
園

芸
施
設
共
済
に
ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

※
ハ
ウ
ス
が
倒
壊
し
た
場
合
の
撤
去
や

復
旧
に
係
る
費
用
の
補
償
に
つ
い
て

も
、
加
入
時
に
選
択
で
き
ま
す
。

❷

❸

た
る

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
で
は
、
農
業
災

害
補
償
制
度
70
周
年
記
念
事
業
の
一

環
と
し
て
、
全
国
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
団

体
が
社
会
貢
献
活
動
と
し
て
永
続
的

に
取
り
組
む
「
ふ
る
さ
と
見
守
り
活

動
」
を
９
月
１
日
か
ら

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
役
職
員
が
農
家
訪

問
や
損
害
評
価
な
ど
の
業
務
活
動
の

中
で
、
日
常
的
に
地
域
を
巡
回
し
ま

す
。
犯
罪
被
害
防
止
を
啓
発
す
る
と

と
も
に
、
犯
罪
抑
止
に
努
め
、
広
島

県
警
察
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
地

域
社
会
の
安
全
確
保
と
住
み
よ
い
生

活
環
境
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

目
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

◎公用車約100台への
　防犯ステッカーの貼り付け
◎事務所12カ所を
　「こども110番の家」に登録
◎広報紙などで犯罪被害防止の
　呼び掛け

活 動 内 容

黄色い
ステッカー
が目印！

【
納
入
期
限
】
平
成
30
年
1
月
31
日
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前
回
は
収
入
保
険
制
度
の
保
険
料
と
積
立
金
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

第
３
回
は
、
収
入
保
険
制
度
の
補
て
ん
金
に
つ
い
て
と
、
皆
さ
ま
か
ら
の
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

収入保険制度
実際に支払われる補てん金（保険金+積立金）

第3回
（全4回）

収入保険制度への加入には、青色申告が必要です。新たに始められる方は、平成
30年３月15日までに管轄の税務署に「青色申告承認申請書」を提出しておく必
要があります。この申請を行えば、30年の所得から青色申告し、31年10月に加
入申請ができます。
青色申告は、自分の経営を客観的につかむための重要な手段です。税制上のメ
リットもありますので、早速、取り組みましょう。

例）基準収入が1,000万円のAさんが、補償限度９割（保険割合８割+積立幅１割）、
　　支払率９割を選択した場合

※当年産の収入が、補償限度額900万円を下回った時、その差額の９割（支払率）が補てんされます。

基準収入

1,000万円 900万円
補償限度額×（

（ （

）保険割合

8割

積立幅

1割+ =

補償限度額

900万円

当年収入

500万円

支払率

9割 360万円

Aさんが受け取る
補てん金－ × =

Aさんの当年収入が500万円だった場合

補てん金360万円の保険金と積立金の内訳

補償限度額

900万円

積立幅

1割× = 90万円
積立金

補てん金

360万円

積立金

90万円－ = 270万円
保険金

※積立金から順に補てんに充てられます。

収入保険制度を導入する
理由は？Q.

A. 現行の農業災害補償制度は、自然災害による収入減少が対
象で価格低下などは対象外
なんだ。それに、対象
品目が限られていて、
農業経営全体をカバーして
いないんだ。そこで、品目の枠に
とらわれず収入全体を対象にするこ
とで、意欲ある農家の人たちを支
援しようという取り組みなんだ。

収入保険制度では、
加工品も対象になるの？Q.

A. 加工品は、①農産物以外の原材料などの占める割合が多い場合がある、②農業を
行わず加工のみを行っている事業者と
の公平性の問題があるなどのことか
ら、原則として基準となる販売収入
には含めないんだ。ただし、所得
税法上の農業所得として申告され
ているもの、例えば、精米・荒
茶・梅干し・畳表など自ら生産し
た農産物を加工している場合は、
農産物の販売収入に含めるよ。

収入保険制度は
いつから開始するの？Q.

A. 平成31年１月１日から開始するよ。そのために、平成30年の秋に加入申請の手続きが
できるよう準備を進めているところなんだ。

収入保険制度の対象者を、
青色申告を行っている農家
としているのはなぜ？

Q.

A. 国が掛金等の一部を負担して収入減少を補てんする制度だから、収入把握の正確性を
国民に理解してもらうために、在庫等と帳
簿が照合できて不正が起こりにくい青色申
告をしている人を対象にしているんだよ。

収入保険制度とナラシ対策、農業共済、
野菜価格安定制度などの類似制度との
関係はどうなるの？

Q.

A. 収入保険制度は国費が投入される制度だから、ナラシ対策、農業共済※、野菜価格安定制度など同様に国費が投入されて
いる類似制度とは重複して加入できないんだ。また、農家ご
とにさまざまな経営形態がある中で、それぞれのニーズに対
応できるよう収入保険制度に加入するか、従来の制度に加入
するか選択できるんだよ。（※一部の共済事業を除く）

しましょう！！
青色申告を

●補てん金の支払い例

●補償額と掛金

補てん金の
支払時期

確定申告後に、当年の収入を税務関係書類により確認する必要があるので、収入減
少の補てん金の支払いは、収入算定期間が終了し税申告後（個人は３月～６月、法
人は事業年度終了後の６カ月以内）となります。
※ただし、損害の発生から補てん金の支払いまでの間の資金繰りに対応するため、簡易の審査などによ
　るつなぎ融資を実施することとなっています。

収入減少の程度
（当年収入） 補てん金の合計 補てん金を含めた収入

（対基準収入）保険金積立金
20％（800万円）

30％（700万円）

50％（500万円）

100％（   ０万円）

90万円

180万円

360万円

810万円

0万円

90万円

270万円

720万円

90万円

90万円

90万円

90万円

890万円（89％）

880万円（88％）

860万円（86％）

810万円（81％）

方　式 補償額
掛　金

加入者負担額 国庫負担額
保険方式
積立方式

計

720万円

90万円

810万円

72,000円

225,000円

297,000円

72,000円

675,000円

747,000円



収入保険制度説明会のご案内
　NOSAI広島では、平成31年１月（31年産）から始まる収入保険制度について、平成30年1月に農業者
の皆さまを対象とした地域別説明会を開催します。
　収入保険制度への加入を検討している方など、お気軽に最寄りの会場へお越しください。

青色申告に関する相談を希望される方（青色申告を始めようと考えている方や現在白色申告を
行っている方など）を対象に、平成30年１月頃に相談窓口を開設する予定です。なお、開設時期
につきましては、最寄りの支所等までお問い合わせください。

説 明 会 の 内 容
２時間程度を予定しています。

① 収入保険制度の仕組みについて
② 収入保険制度の加入手続きについて
③ 質疑応答
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瀬
尾 
剛
司
さ
ん
（
81
）

神
石
高
原
町

の
食
材
で

す
こ
や
か

レ
シ
ピ

せ

お

か
た

し

　
春
の
ダ
イ
コ
ン
か
ら
始
ま
り
、
夏
・
冬
野
菜
と

年
間
を
通
し
て
、
畑
25
㌃
で
野
菜
を
作
っ
て
い
ま

す
。

　
サ
ツ
マ
イ
モ
は
、
５
月
中
頃
に
芋
づ
る
を
植
え

付
け
し
、
９
月
に
な
っ
て
か
ら
徐
々
に
収
穫
し
ま

す
。
今
年
は
天
候
に
恵
ま
れ
た
の
で
、
サ
ツ
マ
イ

モ
が
大
き
く
成
長
し
ま
し
た
。

　
収
穫
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
は
地
元
の
「
道
の
駅
さ

ん
わ
１
８
２
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
へ
出
荷
し
て
い
ま

す
。
私
が
野
菜
の
栽
培
、
妻
が
出
荷
準
備
と
役
割

を
決
め
て
作
業
を
し
て
い
ま
す
。
体
が
動
く
限

り
、
畑
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

❶タマネギは乱切りにし、マイタケは小房に分ける。ピー
マン・パプリカは種とへたを取り、乱切りにする。

❷ 豚肉は２㎝幅くらいのそぎ切りにして、Ａの醤油・酒で
下味をつけ、片栗粉をまぶす。

❸ サツマイモは、皮つきのまま、端から斜めに包丁を入
れ、それを半分くらい切って豚肉と同じサイズにする。
あらかじめ電子レンジに１分かけておく。

❹Ｂの調味料を合わせておく。（スープは、中華風の粉末
のスープなどお好みで作る）

❺ 中華鍋か大きめのフライパンにサラダ油を入れ、❷と❸
を中火で焼いて火を通す。他の野菜も加え、中火で八分
通りくらい炒める。

❻ ❹の合わせ調味料を加えてからめ、とろみがついたら火
を止める。

旬

私
こ
の
食
材

私
も
作
っ
て
い
ま
す

「収穫は大変でしたが、大きいサツマイモを見ると嬉しく
なります」と話す瀬尾さんと妻の雪子さん（69）

せつ こ

１月16日（火）14時

１月17日（水）13時30分

１月17日（水）14時

１月19日（金）13時30分

１月19日（金）13時30分

１月23日（火）13時30分

１月23日（火）14時

１月24日（水）13時30分

１月25日（木）13時30分

１月25日（木）14時

１月26日（金）14時

１月30日（火）13時30分

NOSAI広島（北広島支所）2階会議室

NOSAI広島（福山支所）2階会議室

吉田運動公園　研修室

三和協働支援センター1階会議室

NOSAI広島（三次支所）2階会議室

NOSAI広島（江田島連絡所）2階会議室

安佐北区民文化センター 2階大会議室

世羅町せら文化センター 2階小ホール

NOSAI広島（東広島支所）2階会議室

NOSAI広島（本所）3階会議室

廿日市市さいき文化センター 2階 津田市民センター

豊まちづくりセンター 2階文化教室

山県郡北広島町春木462-1

福山市駅家町大字下山守546-10

安芸高田市吉田町相合555-1

神石郡神石高原町小畠2025

三次市和知町360-5

江田島市能美町中町3368-24

広島市安佐北区可部7-28-25

世羅郡世羅町寺町1158-3

東広島市高屋町稲木283-1

広島市東区光町１-2-23

廿日市市津田4218

呉市豊町大長5915-3

開催日時 開催場所

サ
ツ
マ
イ
モ
で
酢
豚

　メ
キ
シ
コ
原
産
で
、
3
0
0
年
前
に
九
州
へ
伝
わ
っ
た

と
い
わ
れ
ま
す
。
品
質
に
も
よ
り
ま
す
が
、
一
般
的
に
太

く
て
重
た
い
も
の
、
ず
ん
ぐ
り
し
た
も
の
で
皮
に
艶
が
あ

る
も
の
が
美
味
と
さ
れ
ま
す
。

　初
夏
か
ら
秋
口
に
か
け
て
収
穫
さ
れ
、
翌
年
の
春
ま
で

貯
蔵
さ
れ
ま
す
。
収
穫
直
後
の
み
ず
み
ず
し
い
味
わ
い
、

貯
蔵
さ
れ
て
水
分
が
飛
ん
だ
冬
時
期
の
甘
み
と
い
う
よ
う

に
、
お
い
し
さ
が
変
化
し
て
味
わ
え
ま
す
。

　時
間
を
か
け
て
加
熱
す
る
こ
と
で
、
酵
素
が
働
き
甘
み

が
出
ま
す
。
こ
の
献
立
は
、
事
前
に

電
子
レ
ン
ジ
で
短
時
間
加
熱
す
る

た
め
、
甘
み
が
さ
っ
ぱ
り
し
て
酢

豚
の
邪
魔
を
し
ま
せ
ん
。

地
域
で
食
育
活
動
を

さ
れ
て
い
る

広
島
市
南
区
在
住

管
理
栄
養
士

田
中 

節
子 

先
生

材料（2人前）

豚肉（豚カツ用）
　　醤油
Ａ　酒
　　片栗粉
タマネギ
マイタケ
サツマイモ
ピーマン
パプリカ
　　ケチャップ

Ｂ　スープ
　　酢
　　片栗粉
サラダ油

２枚
大さじ１／２
大さじ１／２

大さじ１
中１／４個

１／２パック
小１本（１００ｇ）

２個
１／３個

大さじ３と1／3
１／２カップ

大さじ１と１／２～２
大さじ１／２

大さじ１

作り方

今
回
の
食
材

サ
ツ
マ
イ
モ

調理時間

30 分料理のポイント
★酢豚を作る場合、肉・野菜などを揚げずに炒める

ことで低カロリーにできます。

　
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
排
出
を
促

す
カ
リ
ウ
ム
を
含
み
、不
溶

性
食
物
繊
維
の
セ
ル
ロ
ー
ス

と
切
り
口
か
ら
出
る
白
い
液

体
の
ヤ
ラ
ピ
ン
と
の
相
乗
効

果
で
便
秘
解
消
に
効
果
が
あ

り
ま
す
。

　
加
熱
し
て
も
壊
れ
に
く
い

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
含
み
、皮
膚

や
粘
膜
を
維
持
す
る
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。

一
口
メ
モ

サ
ツ
マ
イ
モ

（ （



　
10
年
前
か
ら
三
次
市
上
川
立
町
で
田
ん
ぼ

ア
ー
ト
を
始
め
た
玉
井
平
一
さ
ん
（
77
歳
、

水
稲
約
１
０
０
㌃
）
は
、
「
少
し
で
も
農
業

に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
田
ん
ぼ

10
㌃
に
広
島
東
洋
カ
ー
プ
の
日
本
一
を
祈
願

し
、
11
品
種
の
古
代
米
で

「
カ
ー
プ
坊
や
」
と
今
年
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
「
カ
舞
吼
」
の

マ
ー
ク
を
描
き
ま
し
た
。

魅
了
す
る

田
ん
ぼ
ア
ー
ト

　
玉
井
さ
ん
の
田
ん
ぼ
ア
ー

ト
は
、
県
道
37
号
線
の
安
芸

高
田
市
と
三
次
市
の
境
界
に

あ
る
「
ギ
リ
ギ
リ
三
次
の
田

ん
ぼ
ア
ー
ト
」
と
し
て
公
開

さ
れ
て
い
ま
す
。
制
作
は
毎

回
、
友
人
や
地
域
お
こ
し
協

力
隊
な
ど
７
人
ほ
ど
で
行
わ

れ
ま
す
。

　
他
の
地
域
で
見
ら
れ
る
田

ん
ぼ
ア
ー
ト
の
多
く
が
稲
の

葉
の
色
で
描
か
れ
ま
す
が
、

玉
井
さ
ん
の
と
こ
ろ
で
は
葉

と
も
み
の
色
で
描
か
れ
、
稲
の
生
育
状
況
に

応
じ
て
色
が
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
５
月
に

田
植
え
を
し
、
６
月
か
ら
８
月
は
葉
の
色
、

９
月
か
ら
は
も
み
や
ノ
ゲ
の
色
が
変
化
す
る

の
で
、
長
期
間
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
年
は
観
光
客
や
ア
マ

チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン
な

ど
、
２
千
人
余
り
が
訪

れ
ま
し
た
。

　
10
月
に
は
、
出
荷
先

の
常
連
客
や
近
隣
の
障
害
者
施
設
の
利
用
者
を

中
心
に
稲
刈
り
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
「
田
ん

ぼ
ア
ー
ト
を
通
し
て
、
生
産
者
と
消
費
者
と
い

う
関
係
だ
け
で
な
く
、
心
の
通
っ
た
交
流
の
深

さ
を
実
感
し
た
」
と
玉
井
さ
ん
。

　
消
費
者
へ
安
全
な
米
を
届
け
る
た
め
、
２

年
前
か
ら
「
草
取
り
虫
」
と
し
て
知
ら
れ
る

カ
ブ
ト
エ
ビ
や
ホ
ウ
ネ
ン
エ
ビ
を
導
入
し
、

で
き
る
だ
け
除
草
剤
を
使
用
し
な
い
工
夫
を

し
て
い
ま
す
。

農
業
を
つ
な
ぐ
取
り
組
み

　
農
業
の
活
性
化
や
地
域
お
こ
し
の
一
環
と

し
て
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
を
取
り
入
れ
た
い
と
、

安
芸
太
田
町
や
府
中
市
な
ど
か
ら
多
く
の
方

が
見
学
や
視
察
に
訪
れ
ま
し
た
。
高
齢
化
な

ど
で
農
業
人
口
が
減
少
す
る
中
、
玉
井
さ
ん

は
「
農
家
が
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
に
興
味
を
持

ち
、
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。
県
内
で
絵
柄
を

競
い
合
い
、
農
業
や
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

が
れ
ば
」
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
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田
ん
ぼ
ア
ー
ト
に
込
め
た

農
業
へ
の
思
い

三次市

地域の話題地域の話題
　
「
休
耕
田
を
活
用
し
、
地
域
の
特
産
に

し
て
い
き
た
い
」
と
話
す
安
芸
太
田
町
井

仁
地
区
の
小
笠
原
元
治
さ
ん
（
72
歳
、
水

稲
約
80
㌃
、
野
菜
８
㌃
）
。
昨
年
、
自
家

栽
培
し
て
い
る
カ
ボ
チ
ャ
「
バ
タ
ー
ナ
ッ

ツ
」
を
使
っ
た
「
か
ぼ
ち
ゃ
焼
酎
井
仁
棚

田
」
が
完
成
し
ま
し
た
。
同
町
の
ふ
る
さ

と
納
税
の
返
礼
品
に
も
な
っ
て
お
り
、
地

域
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

　
自
身
の
畑
と
地
域
の
休
耕
田
も
活
用
し

て
、
７
年
ほ
ど
前
か
ら
バ
タ
ー
ナ
ッ
ツ
を

栽
培
。
「
水
稲
よ
り
も
栽
培
が
楽
で
、
た

く
さ
ん
収
穫
で
き
る
」
と
、
実
の
出
荷
や

苗
を
販
売
し
て
バ
タ
ー
ナ
ッ
ツ
の
普
及
に

も
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
収
穫
量
の
多
い
バ
タ
ー
ナ
ッ
ツ
の
新
た

な
利
用
法
と
し
て
、
焼
酎
の
商
品
化
を
実

現
。
福
岡
県
の
酒
造
会
社
で
焼
酎
へ
と
加

工
さ
れ
ま
す
。
昨
年
は
12
月
に
３
９
０
㌔

を
送
り
、
１
月
に
蒸
留
、
３
月
に
は
千
本

余
り
の
焼
酎
が
で
き
ま
し
た
。

　
焼
酎
の
ラ
ベ
ル
は
、
同
町
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
が
デ
ザ
イ
ン
に
携
わ
り
、
広
島

県
で
唯
一
「
日
本
棚
田
百
選
」
に
選
ば
れ

た
棚
田
の
写
真
を
使
い
日
本
の
原
風
景
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。
「
道
の
駅
来
夢

と
ご
う
ち
」
や
Ｊ
Ａ
広
島
市
戸
河
内
支
店

で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
小
笠
原
さ
ん
は
「
ま
ず
は
多
く
の
人
に

飲
ん
で
も
ら
い
、
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
し

た
い
。
焼
酎
の
消
費
が
増
え
れ
ば
、
地
域

で
の
バ
タ
ー
ナ
ッ
ツ
の
生
産
拡
大
に
つ
な

が
る
は
ず
」
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

カ
ボ
チ
ャ
の
焼
酎
で

地
域
お
こ
し

「畑で熟成させて11月ごろに収穫します。このバ
ターナッツで造った焼酎は、フルーティーで口当
たりが良いですよ」と小笠原さん

「田んぼアートに使用する古代米は観賞用の稲。試験場で栽培し、色や高さなど田んぼアー
トに適した品種はどれか見極めている」と玉井さん

安芸太田町

か

く

ぶ
ら
い
む

「かぼちゃ焼酎井仁棚田」

　
一
度
は
東
京
で
就
職
し
た
も
の

の
、
農
業
へ
の
思
い
が
諦
め
ら
れ

ず
、
２
年
前
に
廿
日
市
市
へ
Ｕ
タ
ー

ン
し
て
「
は
つ
は
な
果
蜂
園
」
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
宮
島
で
養
蜂
を
始

め
、
県
内
５
カ
所
に
養
蜂
場
が
あ
り

ま
す
。

　
巣
か
ら
採
取
し
た
蜂
蜜
を
布
で
ろ

過
し
、
採
取
し
た
場
所
、
日
ご
と
に

瓶
詰
め
し
ま
す
。
い
つ
、
ど
の
よ
う

な
環
境
で
取
れ
た
も
の
か
を
ラ
ベ
ル

に
表
示
し
、
安
心
安
全
な
蜂
蜜
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
宮
島
と
江
田
島

で
１
㌧
ず
つ
、
そ
の
他
の

養
蜂
場
で
も
約
0.5
㌧
ず
つ

収
穫
で
き
ま
し
た
。
天
敵

の
ス
ズ
メ
バ
チ
対
策
や
ミ

ツ
バ
チ
の
世
話
、
巣
の
管

理
な
ど
養
蜂
は
力
仕
事
で

す
が
、
蜜
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
巣

を
見
る
と
う
れ
し
く
な
り
ま
す
ね
。

　
養
蜂
と
両
立
で
き
る
か
ん
き
つ
栽

培
を
や
り
た
く
て
、
昨
年
の
春
か
ら

江
田
島
市
沖
美
町
で
50
㌃
の
園
地
を

借
り
て
、
ミ
カ
ン
な
ど
を
栽
培
。
そ

こ
で
取
れ
た
蜂
蜜
は
「
み
か
ん
畑
の

蜂
蜜
」
と
し
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
質
の
良
い
蜂
蜜
を
作

り
、
生
産
性
を
あ
げ
て
た
く
さ
ん
の

人
に
提
供
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
で

す
。

※
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
ミ
ツ
バ
チ
の
飼
育
等

を
公
開
し
、
販
売
も
行
っ
て
い
ま
す
。

（
「
は
つ
は
な
果
蜂
園
」
で
検
索
）

  

松
原 

秀
樹
さ
ん 

（
42
）

ま
つ

ひ
で

き

ば
ら

廿
日
市
市
大
野

6月に撮影

8月に撮影

良
質
な
蜂
蜜
を

届
け
た
い

「季節によって味わいや風味が異なる蜂
蜜を楽しめます」と巣を手に松原さん

「宮島はちみつ（初
夏）」（右）、「沖美の
輝き」（左）

か

ほ
う
え
ん



「香りの女王」といわれるダマスクローズを使用したピ
クルス・塩・シロップの３点セットをお届けします。ピク
ルスは福山市のばらグッズに認定されています。

神石高原町 有限会社農業生産法人オリオンの
「ダマスクローズ３点セット」

正解者の中から抽選で30名様にプレゼント

今回のプレゼント

②ネコが丸くなる暖房器具
③都市の同義語
④なくした物、紛失物のこと
⑤100円均一で生活○○貨を揃える
⑥親の兄弟の子供のこと
⑧聖夜に子どもたちへプレゼントを

贈る ○○○クロース
⑨大相撲解説者やタレントとして活

躍する元関取で、出身地である舞
戸町と所属していた出羽海部屋に
ちなんだ現役時代の四股名

⑪鳥取県にある日本遺産に認定され
た山。登山やスキー等で人気

⑬「傅く」の読み（意味は尽くすこと）
⑮太陽が沈んで暗くなっている間
⑰沖縄県の県庁所在地

①昔から今までと、東西四方の
全て

⑦DVDやCDが普及される前
は、ビデオや音楽は○○○○
テープだった

⑧秋の味覚の1つで、たき火で調
理する

⑩安倍首相の前の内閣総理大臣
○○佳彦氏

⑫熱心に探す様子や鋭い目つき
のこと（ことわざの「鵜の目」に
続く言葉）

⑭日本で温州みかんの次に生産
量が多いのは○○柑。

⑯旧仮名遣いで「しょう」は「せ
う」と表記、「しゅう」は？

⑰神の○○○業
⑱福山市の郷土料理
　（ヒントは14ページ）

タテのカギ ヨコのカギ

⑪⑩

⑬⑫ ⑭ ⑮

⑱

⑧ ⑨

①

⑦

③ ⑤ ⑥④

⑯ ⑰
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わざ

○○○

福山市緑町9-5
駐車場／有料 95台分
　　　　（終日利用可）

ＮＯＳＡＩキャラクターの「ノーサイくん」が、
地域ならではの見所などを訪ねて県内を散策。

今回は福山市に行ってきました。

ご
飯
の
下
に
は

具
が
た
っ
ぷ
り

詰
ま
っ
て
る
！

ご
飯
の
下
に
は

具
が
た
っ
ぷ
り

詰
ま
っ
て
る
！

A B C D

②
A

C

B

D

ス
イ
カ

福山市（市街地） 編

フ ナ ツ キ 　 ア ゴ
ウ 　 バ ン サ ン
ス ル メ 　 イ 　 カ
イ ネ 　 シ ロ ウ ト
　 サ ウ ス 　 ル リ
コ ン ス タ ン ト
キ ス 　 ー 　 ラ ボ

　
江
戸
時
代
か
ら
続
く
福
山
の
郷
土
料
理
「
う

ず
み
」
。
う
ず
み
の
由
来
は
諸
説
あ
り
ま
す

が
、
江
戸
時
代
の
倹
約
政
治
に
よ
り
、
ぜ
い
た

く
品
と
さ
れ
た
具
材
を
ご
飯
で
う
ず
め
て
食
べ

た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
福
山
特

産
の
鯛
を
使
っ
た
鯛
う
ず
み
を
は
じ
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
う
ず
み
が
福
山
市
内
で
楽
し
め
ま
す
。

　
創
業
60
年
、
日
本
料
理
店
を
営
む
魚
勝
で

は
、
白
身
魚
を
メ
イ
ン
に
人
参
・
里
芋
・
レ
ン
コ

ン
・
ゴ
ボ
ウ
・
シ
イ
タ
ケ
な
ど
10
品
目
以
上
の
旬

の
食
材
を
使
っ
た
「
瀬
戸
内
う
ず
み
」
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
カ
ツ
オ
と
昆
布
の
だ
し
を
た
っ
ぷ
り

注
い
で
い
た
だ
き
ま
す
。
宝
探
し
の
よ
う
に
、
ご

飯
の
下
か
ら
具
が
出
て
き
て
、
一
口
ご
と
に
さ

ま
ざ
ま
な
味
と
食
感
を
楽
し
め
ま
す
。

 

　
福
山
市
の
花
で
あ
る
バ
ラ
を
中
心
に
、
防
災

機
能
を
備
え
た
総
合
公
園
で
す
。
六
角
錐
の
花

壇
「
ロ
ー
ズ
ヒ
ル
」
は
「
お
と
ぎ
の
国
の
ば
ら

物
語
」
を
テ
ー
マ
に
３
３
０
種
、
約
５
１
０
０

本
の
バ
ラ
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
バ
ラ
の
見
頃
は
５
月
・

10
月
で
、
ば
ら
公
園
と

と
も
に
５
月
に
開
催
さ

れ
る
「
福
山
ば
ら
祭
」

の
メ
イ
ン
会
場
に
も
な

り
ま
す
。

福
山
う
ず
み
ご
は
ん

緑
町
公
園（
ロ
ー
ズ
ヒ
ル
）

　
福
山
の
冬
の
夜
を
彩
る
イ
ベ
ン
ト
「
ル

ク
シ
ア
タ
ふ
く
や
ま
」
。
昨
年
は
福
山
市

市
制
施
行
１
０
０
周
年
を
記
念
し
、
ロ
ー

ズ
ピ
ン
ク
を
基
調
と
し
た
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
と
ロ
ウ
ソ
ク
を
灯
し
た
地
上
絵
な

ど
が
メ
イ
ン
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
内
容
を
一
新
し
、
福
山
駅
前
と

中
央
公
園
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
施
す

と
と
も
に
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

め
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
開
催
し
ま

す
。 ル

ク
シ
ア
タ
ふ
く
や
ま

魚  勝（うおかつ）

福山市元町12-13　TEL.084-931-8888
営業時間／11時～22時 マップを持って

うずみの食べ歩き
もおすすめ！

ふくやまと名のつくバラ
「ローズマインドふくやま」

日
程
／
12
月
16
日（
土
）〜
25
日（
月
）

会
場
／
中
央
公
園（
福
山
市
霞
町
１-

10
）

お
問
い
合
わ
せ
先
／

福
山
市
経
済
環
境
局
文
化
観
光
振
興
部
観
光
課

T
E
L 

０
８
４
ー

９
２
８
ー

１
０
４
３

昨年のイルミネーション （写真提供／観光課）

福山城公園

天満屋
天満屋
ハピータウン

福山市役所

ばら公園

JR福山駅

中央公園
（ルクシアタふくやま）

魚勝

緑町公園

JR山陽本線

2

22

→
至
岡
山

←
至
広
島

バラと夜景も

楽しめちゃう！バラと夜景も

楽しめちゃう！

瀬戸内うずみ
950円（税込み）

●
全
４
回
の
収
入
保
険
制
度
の
コ
ー
ナ
ー
が
楽
し
み
で
す
。

廿
日
市
市
峠
　
Ｍ
さ
ん
（
70
）

●
長
年
、
建
物
共
済
に
加
入
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
お
知
ら
せ
で

補
償
拡
充
と
自
動
継
続
が
延
長
に
な
り
良
か
っ
た
で
す
。

安
芸
太
田
町
　
Ｆ
さ
ん
（
65
）

●
表
紙
の
写
真
で
和
み
、
「
パ
ー
ト
ナ
ー
」
の
写
真
の
方
に
、
お
元

気
そ
う
だ
な
と
感
心
し
、
「
き
ら
り
」
の
写
真
の
方
を
見
て
、
頑

張
っ
て
！
と
エ
ー
ル
を
送
り
、
楽
し
く
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

東
広
島
市
高
屋
町
　
Ｏ
さ
ん
（
66
）

●
「
か
が
や
き
農
業
」
を
読
ん
で
初
め
て
世
羅
町
へ
移
住
し
て
こ
ら

れ
た
若
者
を
知
り
ま
し
た
。
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
世
羅
を
選

ん
で
も
ら
っ
て
嬉
し
い
で
す
。

世
羅
町
　
Ｓ
さ
ん
（
56
）

●
い
つ
も
楽
し
み
に
読
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
高
野
町
の
し
だ

れ
桜
、
ま
た
オ
オ
イ
チ
ョ
ウ
な
ど
行
っ
て
み
た
い
け
ど
、
高
齢
の

た
め
大
変
な
の
で
写
真
で
楽
し
ま
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

福
山
市
本
郷
町
　
Ｔ
さ
ん
（
87
）

●
退
職
し
て
時
間
に
も
余
裕
が
で
き
、
初
め
て
「
N
O
S
A
I
広

島
」
を
完
読
し
ま
し
た
。
多
彩
な
内
容
に
感
心
し
て
い
ま
す
。
農

業
で
頑
張
っ
て
い
る
人
の
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
本
紙
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

三
次
市
向
江
田
町
　
Ｈ
さ
ん
（
66
）

ク
イ
ズ
の
応
募
に
合
わ
せ
て
た
く
さ
ん
の
お
声
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
中
か
ら
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

お
た
よ
り

は
が
き
に
答
え
を
書
い
て

送
っ
て
く
だ
さ
い
。

おもて うら

732－0052

広
島
市
東
区
光
町

一
丁
目
２
番
23
号

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島

　
　
　
　
ク
イ
ズ
係

●
締
め
切
り

（
当
日
の
消
印
有
効
）

平
成
30
年

2
月
2
日（
金
）

※

当
選
者
の
発
表
は
、景
品
の

発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

※

ご
意
見
・
ご
感
想
を
紙
面
で

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※

は
が
き
の
内
容
は
、景
品
の

発
送
と
紙
面
作
り
以
外
の

目
的
に
は
使
用
い
た
し
ま

せ
ん
。

※
ご
応
募
い
た
だ
い
た
4
6
6
通

の
は
が
き
の
中
か
ら
厳
正
な
抽

選
を
行
い
、30
名
の
方
に
景
品
を

お
届
け
し
ま
し
た
。

62
円

応
募
方
法

・クイズの答え
・郵便番号
・住所
・お名前
・年齢
・電話番号
・広報紙へのご意見
  ご感想など

前
回
の
答
え
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Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
が
実
施
し
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
見

守
り
活
動
」
の
一
環
と
し
て
、
今
号
か
ら
防
犯
情
報

を
連
載
し
ま
す
。

●
電
話
だ
け
で
相
手
の
言
う
こ
と
を
信
じ
な
い

●
必
ず
誰
か
に
相
談
す
る

●
相
手
か
ら
の
一
方
的
な
連
絡
で
要
求
す
る
も
の
に

　
お
金
を
払
わ
な
い

※
詳
し
く
は
広
島
県
警
察
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
近
年
、
電
話
な
ど
を
利
用
し
て
現
金
を
だ
ま
し
取

る
特
殊
詐
欺
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
広
島
県
に
お
い
て
も
、
次
の
よ
う
な
高
額
被
害
の

特
殊
詐
欺
が
発
生
し
ま
し
た
。

証
券
会
社
を
名
乗
る
男
か
ら
電
話
が
あ
り
、
「
介
護

施
設
の
債
券
を
購
入
す
る
権
利
が
あ
る
」
と
言
わ

れ
、
断
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
購
入
し
た
こ
と
に
さ

れ
た
。

そ
の
後
、
金
融
庁
を
名
乗
る
男
か
ら
、

「
こ
の
債
券
購
入
は
不
正
取
引
で
捜
査
が
入
る
。
財

産
が
没
収
さ
れ
る
」

「
通
帳
の
残
高
が
50
万
円
以
下
な
ら
疑
わ
れ
な
い
の

で
、
一
時
的
に
預
か
る
」

「
毎
日
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
50
万
円

ず
つ
引
き
出
し
て
。
捜
査

が
終
わ
っ
た
ら
返
す
」

な
ど
と
言
わ
れ
、
現
金
合

計
２
５
０
０
万
円
を
手
渡

し
で
だ
ま
し
取
ら
れ
た
。

尾道市瀬戸田町でかんきつと海に囲ま
れて暮らす長光志枝ちゃん（４）と前太朗く

ん（２）。家族が栽培するかんきつ畑で遊んだり
収穫の手伝いをしたりしています。

表紙写真紹介

ながみつ ぜん た ろうし え

ひろしま
のうさい

安心と信
頼を届けるコミュニケーション紙

特  

集 
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一
般
財
団
法
人
ど
ん
ぐ
り
財
団
に
所
属

し
、
管
理
す
る
体
育
館
で
働
き
な
が
ら
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で
選
手

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
方
か
ら
お
米
や
野
菜
を
い
た
だ

き
、
い
つ
も
応
援
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
全
日
本
選

手
権
で
良
い
結
果
を
出
し
た
い
で
す
。

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
種

目
に
な
る
よ
う
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

で
す
。 小

林 
美
咲
さ
ん
（
24
）

こ
ば
や
し

み

さ
き

北
広
島
町

き
ら
り

広
島
市
安
佐
北
区
白
木
町

貝
森 

義
照
さ
ん（
83
）

か
い

も
り

よ
し

て
る

　
長
年
、
損
害
評
価
員
と
共
済
委
員
を

務
め
て
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
事
に
し
、
地
域
の
農

家
へ
積
極
的
に
声
を
掛
け
、
損
害
防
止

に
努
め
て
い
ま
す
。
加
入
者
が
被
害
に

遭
わ
れ
た
と
き
に
は
、
少
し
で
も
力
に

な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
組
織
の
再
編
な
ど
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
引
き
続
き
地
域
に
根
差
し

た
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
と
し
て
、
農
家
が
頼
り

に
す
る
団
体
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の

だ
ま
さ
れ
な
い
ポ
イ
ン
ト

実
際
に
あ
っ
た
話
…

広
島
県
警
防
犯
情
報

火
災
、自
然
災
害
に

備
え
る

火
災
、自
然
災
害
に

備
え
る


